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物忘れが気になった時の相談や受診先
まずは、かかりつけ医がいる場合は、かかりつけ医へ相談しましょう。

必要時にはかかりつけ医から専門医を紹介していただける場合があります。

認知症は早期発見・受診・治療が大切です

早めに相談をしましょう
認知症は治らない、年だから仕方ない、嫌がるからと躊躇するのではなく、「あれ？今までと様子がおか

しいな。」と思ったら専門医への受診や相談窓口へ相談することをお勧めします。

興味が薄れ、意欲がなくな

り、趣味活動などをやめて

しまった。

前よりも怒りっぽくなった

り、疑い深くなった。

実際に見えないものが見え

ると言うようになった。

複雑な話を理解できない。

以前はてきぱきできた家事

や作業に手間取るように

なった。

歩き回るなど目的のわか

らない行動が目立つ。

薬を管理してきちんと内服で

きなくなった。

同じ事を何回も話したり、

尋ねたりする。

計画を立てられなくなった。

服装など身の回りに無頓着

になった。
出来事の前後関係がわからな

くなった。

おうちでの様子 チェックシート

参考資料：

医療法人社団緑風会 水戸病院

福岡県認知症医療センター

パンフレット

下記の項目で、現在の状態に当てはまるものに

チェック☑してみましょう。

認知症になっても安心

して生活できる久山町

を目指しています。

家族等周りの方が客観的にみて、下記

の項目で3項目以上あてはまる場合は、

かかりつけ医や地域包括支援センター

へご相談ください。

相談窓口一覧

認知症初期集中支援チームとは？

医療や福祉の専門職がチームとなり、認知症についての困りごとや心配ごとなど

の相談に対応します。必要時には医療や介護等のサービスへ繋ぐ支援も行います。

?

内容 連絡先 対応時間

福祉課　福祉係・介護係
久山町地域包括支援センター

介護保険の申請や、高齢者の介護
や保健、福祉、医療などに関する
相談等に対応します。
また、認知症初期集中支援チーム
で認知症に関する困りごとや心配
ごと等にも対応しています。

住所：久山町大字久原3632
　　（役場福祉課）
電話：976-1111
FAX：652-3525

平日
8：30～17：00

健康課
保健師や管理栄養士、看護師と九
州大学久山町研究室医師が健康に
関する相談等に対応します。

住所：久山町大字久原1822-1
　　（久山町ヘルスC&Cセンター）
電話：976-3377

平日
8：30～17：00

久山町社会福祉協議会
地域福祉に関する支援や相談等に
対応します。

住所：久山町大字久原3553-1
　　（久山会館）
電話：976-3420

平日
8：30～17：00

県
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医療法人社団緑風会　水戸病院
（福岡県認知症医療センター）

福岡県が指定している、地域の認
知症医療の拠点となる病院です。

住所：糟屋郡志免町志免東4-1-1
電話：935-0066

月～金（祝日以外）
9：00～17：00
土
9：00～12：00

認知症の人と家族の会
福岡県支部

認知症の本人、家族、専門職など
の会員が励ましあい、助けあって
「認知症になっても安心して暮ら
せる社会」を目指し活動していま
す。

住所：福岡市中央区荒戸3-3-39
　　（福岡市市民福祉プラザ内）
電話：771-8595
FAX：771-8595

毎週火・木・金
10：30～15：30
（第3火を除く）

福岡県認知症介護相談窓口

認知症の人及びその家族等が抱え
る介護等の悩みに関する相談に無
料で応じ、住み慣れた地域で安心
して生活できるよう支援します。
（面談は要予約）

住所：春日市原町3-1-7
　　（クローバープラザ内）
電話：574-0190
FAX：771-8595

毎週水・土
11：00～16：00
（クローバープラザ
の休館日を除く）

福岡県若年性認知症
　　　　サポートセンター

若年性認知症の人やその家族等か
らの医療・福祉・就労等の相談に
応じています。
（面談は要予約）

住所：行橋市金屋649-1
　　（高齢者自立支援センター内）
電話：0930-26-2370
メール: jakunenfukuoka
　　　　　　　　　@gmail.com

毎週火～土
10：00～16：00
（お盆、年末年始を
除く）
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元気 認知症の疑い
認知症を有するが
日常生活は自立

誰かの見守りがあれば
日常生活は自立

日常生活に
手助け・介護が必要

常に介護が必要

やっておきたいこと
決めておきたいこと

（家族などへのお願い）

介護状態

支える体制づくり

本人の症状
（症状や行動の例）

予防や体の維持

町等が実施している
生活支援

相談窓口

利用できる住まいの種類

★認知症は本人や家族だけではできないことや負担になることが出てきます。困ったことがあれば抱え込まずに、早めに地域包括支援センターやかかりつけ医などに相談しましょう。

●認知症を予防するための日常生活の過ごし方

●認知症に関する正しい知識や理解を深める

●家族や友人等で考える機会を持つ

生活習慣病予防健診受診等による生活習慣病対策

健康づくりのための運動（ピアジェフィットネスで実施している体操等）

地域での交流（ふれあい・いきいきサロン、シニアクラブの活動等）

趣味や特技を生かした活動（習い事やボランティア活動等）

介護予防や認知症予防のための事業（ふれあいスクール、地域デイサービス、認知症予防カフェ わくわく茶わ会）

〇久山町地域包括支援センター

〇久山町役場福祉課

〇久山町役場健康課

〇久山町社会福祉協議会

老人世帯巡回員、見守り事業、緊急通報システム、行方不明の備え（ＳＯＳネットワーク）

金銭管理やサービス利用の契約など（日常生活自立支援事業：社会福祉協議会、成年後見制度）

認知症について勉強したり、家族同士の情報交換や交流する場（認知症サポーター養成講座、すまいるカフェ (家族会)：社会福祉協議会）

見守りつきの住宅（軽費老人ホーム：ケアハウス 有料老人ホーム 高齢者向け住宅）

介護付きの住宅（介護付き有料老人ホーム）

家庭的な環境と地域の交流のもとで共同生活する住宅（認知症高齢者グループホーム）

介護を受けられる施設（老人保健施設・特別養護老人ホーム）

〇自身の健康維持

〇地域の支援者として活動

〇物忘れがあるが、金銭管理や

買い物、書類作成等を含め、

日常生活は自立している

〇買い物や金銭管理等にミスが

みられる

〇新しいことがなかなか覚えら

れない

〇服薬管理ができない

〇電話の応対や訪問者の対応など

が1人では難しい

〇同じことを何度も言ったり聞い

たりする

〇着替えや食事、トイレ等が上手

くできない

〇「物を盗られた」と言いだす

〇外出時、道に迷うことがある

〇ほぼ寝たきりで意思の疎通が困難

である

〇食事介助が必要である

〇家族の顔や名前がわからなくなる

●医療や介護について勉強しましょう：認知症の種類によって経過や介護の方法が異なります。地域包括支援センターやかかりつけ医へ相談しましょう。

認知症の対応及び支援

●手助けをしましょう：できていたことができなくなると、本人の自信を喪失させ、症状を悪化させます。少しの手助けでできることがたくさんあります。

●医療や介護保険サービスなどを利用しましょう：サービスを利用し、本人や家族の介護の負担を和らげるようにしましょう。

〇認知症医療センター（医療法人社団緑風会 水戸病院）

〇福岡県認知症介護相談窓口

〇認知症の人と家族の会 福岡県支部

〇福岡県若年性認知症サポートセンター

介護保険サービスの利用（通所型サービス、通所介護、通所リハビリ、訪問リハビリ等）

要支援相当

要介護相当

〇民生委員主任児童委員

〇かかりつけ医や専門医

〇ケアマネジャー

「いつ、どこで、どのようなサービスを受けることができるか」を示しています。

介護保険サービスの利用（訪問型サービス、訪問介護、訪問入浴、短期入所生活介護等） 高齢者福祉サービス（紙オムツの支給、配食サービス等）

詳細につきましては、役場福祉課へ

お問い合わせください。


